
この取組には「みえ森と緑の県民税」が活用されています。

日時：2026年10月28日(水) 13：30～16：30

場所：三重県林業研究所みえ森林・林業アカデミー棟

対象：県内の小中学校の先生

参加費：無料 定員：30人程度

参加申込は
こちらから

※探究学習・ESD担当の先生
社会や理科など
特定の教科に限らず、興味・関心のある先生

プログラム

13:30-13:40  オープニング・趣旨説明

13:40-14:20  基調講演 講師：鹿児島大学農学部附属演習林 教授 井上真理子 氏

「森林教育の理論と学校教育の関連性」

14:20-14:30  休憩

14:30-15:00  事例紹介 講師：津市立南が丘中学校 教諭 生川伸弥 氏

「南が丘中学校中学１年生の総合的な学習の時間における探究学習の実践事例」

15:00-15:10  休憩

15:10-16:20  グループワーク 学校での森林教育の活用について考える

16:20-16:30  クロージング・まとめ

こんな先生にお勧めです

□ 総合的学習の時間における探究学習をどうしていくか迷っている

□ 地域の自然や産業を学ばせたいが何から始めればよいか分からない

□ 他の学校の先生と考え方や悩みを共有したい

□ 森林や林業に関する講師や学校への支援について知りたい

【主催】三重県

【共催】三重県教育委員会

探究学習でお悩みの先生！！
それ森林教育でできるんです！！

（津市白山町二本木3769-1）
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 みえ森林教育シンポジウムについて

  学習指導要領には、こどもたちの「生きる力」を育むため、「主体的・対話的で深い学
び」の実現が求められています。
  森林教育は、森林での直接的な体験を通じて、森林や木と関わる技能や態度、感性、社会
性、課題解決力などを養い、これらの学びを実現していくための有効な手段です。
  本シンポジウムでは、森林教育の理論から学校教育との親和性を紐解き、実践事例から森
林教育を取り入れた学校の生の声を皆さんと共有します。
  学校教育における森林教育の活用について、一緒に考えてみませんか？
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 講師

  ○鹿児島大学農学部附属演習林 教授 井上真理子（いのうえまりこ）氏
東京都立の高等学校の教諭を経て2005年4月から2026年3月まで国立研究開発法人森林
研究・整備機構森林総合研究所の研究員として、「森林教育学」という学問の構築に
取り組み、森林教育に関わる研究論文は、日本野外教育学会論文賞や日本森林学会賞
を受賞している。

  ○津市立南が丘中学校 教諭 生川伸弥（なるかわしんや）氏
令和８年度に中学１年生122名を対象とした探究学習において、森林教育を取り入れた
内容を企画し、県や民間の支援を活用しながら、実践している。
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 申し込み方法

  以下の申し込みフォームにてお申し込みください。

  【申し込みフォーム】 https://logoform.jp/form/8vMX/1729739
  【締切】 令和8年10月21日（水）
 【問い合わせ先】 三重県林業研究所普及・森林教育課
  TEL：059-262-5352
  E-mail：miefa2@pref.mie.lg.jp
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アクセス 【三重県庁から】・・・・・ 三重県庁より約 20 km 車で約 45 分

【最寄り駅から】・・・・・ 近鉄 大三駅より約 1 km 徒歩で約 15 分
【伊勢自動車道から】・・・ 久居I.Cより約 11 km 車で約 20 分

・・・ 一志嬉野I.Cより約 13 km 車で約 25 分

三重県林業研究所
みえ森林・林業アカデミー棟

※2025年ウッドデザイン賞受賞施設
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